
定年退職後の働き方の選択肢の多様化を

　人生100年時代を迎え、年金支給開始年齢の引き上
げ、年金給付水準の抑制が必至と言われている中、できる
だけ長く働くことで生活を維持することが必要とされてい
る。実際、「定年」という概念も変わりつつあり、60歳を超え
ても働き続ける人が増えている。
　こうした中、現在60代の人々はどのような働き方をして
いるのだろうか。当研究所が実施した「定年に関するアン
ケート調査」において、60代男女（60歳時点で正社員で
あった600人）の就労状況を分析したところ、60代の人々
の就労パターンは大きく３つに分けられる。１つ目は60歳
を過ぎても同じ会社で継続雇用されている人（以下「勤務
継続」）である。この中には、定年退職後も同じ会社で働き
続けている人の他、定年に達していないために働き続けて
いる人や、定年はなく同じ会社で働き続けている人もい
る。２つ目は定年前後に再就職した人（以下「再就職」）であ
り、３つ目は定年前後に退職した人（以下「退職」）である。
　この３つのパターンの内訳は、「勤務継続」が男女ともに
最も多く、男性52.7％、女性66.7％である。次いで「再就
職」が男性26.0％、女性16.0％である。そして「退職」が男
性11.3％、女性8.3％である。その他、自営業や自由業など
があり、男性10.0％、女性9.0％である。60歳時点で正社
員であった人のうち、「退職」した人は男女ともに１割前後
であり、「勤務継続」という形で就労している人が半数以上
を占めている。

　次に、定年退職を経験して働いている60代の人々の、
定年退職前後の働き方の変化をみる。
　まず、勤務時間の変化をみると、男女ともに「勤務継続」
では「フルタイムのまま変わらない」が７割前後である（資
料１）。他方、「再就職」では「１日の勤務時間が短くなった」

60代の人々の就労状況

定年退職前後の働き方の変化
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「１週間あたりの勤務日数が少なくなった」「勤務時間も勤
務日数も少なくなった」をあわせた回答割合が男女ともに
半数以上を占めており、勤務時間や勤務日数が少なくなっ
た人が多い。
　賃金については、男女並びに「勤務継続」「再就職」とも
に、ほとんどの人が「減少した」と回答している（資料２）。サ
ンプル数が少ないので参考値であるが、女性の「再就職」
では全員が「減少した」と答えている。「再就職」の人の場
合、働く時間・日数に連動して賃金も減少している人が多

資料1 勤務時間の変化（性・就労パターン別）

（注） 定年退職を経験した人が対象。回答数は「勤務継続」男性77人、女性47人、「再就職」
男性48人、女性16人。

（出所） 第一生命経済研究所「定年に関するアンケート調査」2016年10月調査（注・資料
ともに図表２～４も同じ）
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資料2 賃金の変化（性・就労パターン別）
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いようであるが、「勤務継続」の人の場合、フルタイムのま
ま変わらずに働いている人が多くても賃金が減少したと
の回答が多い。実際、「フルタイムのまま変わらない」と回
答した「継続勤務」の人で、賃金が「減少した」と回答した人
は男性92.9％、女性83.9％を占めている。
　さらに、仕事内容の変化をみると、男女ともに「再就職」
では「まったく別の業務内容に変わった」人が多数を占め
ているが、「勤務継続」は「業務内容も責任の重さも変わり
がない」と回答している人が半数以上を占める（資料３）。
先ほどのように、賃金との関係をみると、「業務内容も責
任の重さも変わりがない」と回答した「継続勤務」の人で、
賃金が「減少した」と回答した人は男性88.1％、女性
79.3％を占めており、仕事内容は変わらなくても賃金が
減少している人が多い。

　年金制度の改正に合わせて65歳まで雇用を確保するこ
とを目的とした高年齢者雇用安定法の改正法（2013年４
月施行）により、企業に「定年の廃止」「定年の引き上げ」「継
続雇用制度の導入」のいずれかの措置をとることを義務
付けた。こうした取組により、「勤務継続」の道が開かれるよ
うになり、実際、多くの人がその選択をして働いている。

定年退職後の働き方の選択肢の多様化を

　現在の60代の中には、特別支給の老齢厚生年金を受給
している人もいる。また現行の、定年までの年功型賃金制
度の下では、定年後の賃金低下はやむを得ないとの見方
もあり、賃金は減っても、生活が維持できれば、働く場所が
確保されているということで、自分の給料に満足している
人も少なくない（資料４）。特に男女ともに「勤務継続」よりも

「再就職」の人のほうが満足度が高い。
　一方、「あまり満足していない」や「満足していない」とい
う人も一定の割合でおり、勤務時間も仕事内容も責任も
変わらずに、賃金が抑えられている状況で働くことに不公
平感を感じる人もいるのだろう。また、これから60歳を迎
える人々については、老齢厚生年金の受給は65歳からと
なり、定年退職直後の就労における賃金の減少は、生活レ
ベルの低下を余儀なくさせる可能性もある。
　定年後もスキルや経験を活かして意欲的に働くことが
できるよう、まずは従業員自身が定年を迎える前から60
歳以降も働き続けることを念頭におき、知識や技術の習
得を図るなど、自己の職業能力向上に努めることが重要
だ。また、継続雇用制度のみでなく、「再就職」を含め定年
後の働き方の選択肢を幅広く捉えることも必要であろう。

資料3 仕事内容の変化（性・就労パターン別）

54.5

10.4

61.7

12.5

32.5

16.7

36.2

25.0

10.4

72.9

2.1

62.5

2.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務継続

再就職

勤務継続

再就職

業務内容も

責任の重さも

変わりがない

同じ業務内容

であるが

責任が軽くなった

まったく別の

業務内容に

変わった

その他

【男性】

【女性】

資料4 自分の給料に対する満足度（性・就労パターン別）
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